
            栃 木 県       令和６(2024)年３月 

 

 
 

 

 

❶加里質肥料を基肥の時期に施用 

 

 

 

 

 
 

 

❷２０ｃｍ以上に深耕 
 

  

❸倒伏防止 
 

 

 

❹収穫物の汚れ防止 
 

 

 

 

 

※加里質肥料を施用し土壌改良した上で、県の施肥基準に応じた施用を行いましょう。 

 なお、加里質肥料の施用量が多いとマグネシウムの吸収を阻害する場合があるので、は種前の酸度

矯正の際に苦土炭カル等を施用し、マグネシウムを補給しましょう。 
作土層を拡大して根張りを深くするとともに、放射性セシウムを土壌に吸着・

固定させることにより、放射性セシウムの吸収量を減らします。 

収穫時に土壌等が混入しないよう、通常より高刈りしましょう。また、調製を

丁寧に行い、土壌等の異物を取り除きましょう。特に、倒伏したほ場から

収穫されたそばは、丁寧に磨くことが汚染防止につながります。 

 

倒伏により土壌等の異物が混入しないように、①早播きをしない、②適正な播

種密度とする、③多肥栽培（加里を除く）をしないなどの倒伏防止対策を行いま

しょう。 

【お問合せ先】     農政部経営技術課 電話 028-623-2321、2322 
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※加里質肥料を施用し土壌改良した上で、県の施肥基準に応じた施用を行いましょう。 

  なお、加里質肥料の施用量が多いとマグネシウムの吸収を阻害する場合があるので、は種前の酸度矯正の際に 

苦土炭酸カルシウム肥料等を施用し、マグネシウムを補給しましょう。 

 そ  ば   
放射性セシウム吸収抑制対策 
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